
 

 

 

  

 

高学年集会をしました 
 ６月８日（水）の１校時に、児童会主催の高学年集会を行いました。 

児童会が、本校の創立１３０周年に向けて、そして、その先にある閉校に向けて、『両荘みらいプロジェク

ト』を立ち上げました。そして、その第１歩として、本校の校歌と校章について説明をしてほしいと、校長に

依頼をしてきました。 

 以下、高学年集会の様子です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ４ 年 ６ 月 １ ０ 日  
令 和 4 年 度 学 校 だ よ り N O .１２① 

加 古 川 市 立 平 荘 小 学 校 

 

 

今から１００年前の日本の様子です。 校長先生から校歌と校章
のお話を伺います。 

 

 

  

子どもたちは、とても熱心に校歌と校章についての話を聞いていました。 



パワーポイントを使って子どもたちに伝えました 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加古川市立平荘小学校

 

 

へい そう たん じょう び

平荘小学校のお誕生日は？
め い じ

明治２６年（１８９３年）

１１月２２日

今年で１３０才です！

 

校歌の１番

自然豊かな平の里の、私
たちが集まる学校は、『強
い心』と『体』を磨き鍛えると
ころ（庭）なんだ。

≪めざす子ども像≫
●思いやりのある子
●たくましい子

水・森・田をはじめ全てが最上級の平の里。そこにある
学び舎に集う私たちは、「強い心と体」を磨き鍛えます。

 

校歌の２番

春夏秋冬、四季折々に見
る美しい景色。そのすばら
しい環境の下、誘惑に負け
ず、自分の志や夢を実現す
るために努力をし続け、学
業（勉強）に励んで、やがて
築こうみんなが幸せに生き
ることができる社会を！

≪めざす子ども像≫
●よく考える子

 

現在の校章は三代目

校章は本校の象徴
 

①尋常小学校

②国民学校

③現在の校章
昭和３２年（１９５７年）に作られたもの

※新しい時代にふさわしい校章を地域の方々
から募集し、それを参考にしながら最終的に
図工の先生が製作

明治３５年（１９０２年）～

昭和１６年（１９４１年）～

 

現在の校章の
意味するところ

●「校歌」にうたわれて
いる「平の里」に黄
金色に実る稲穂が小
学校を取り囲むように
デザインされている。

●稲穂の籾の数の１３
個は、平荘町に１３の
町内会があることを表
している。

●地域・家庭・学校の
三者が協力してたくま
しい平荘っ子を育てて
いこうという気持ちが
示されている。

 

子どもたちは、
地域の宝です！

 平荘小学校は、地域に温か

く支えられた学校です。 

校歌に込められた願いや校章の意味するところを考えた時、平荘町にある平荘小学校の魅力を発見できます。 

※黄色地のところは、私見です。 


